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Lecithinumタイプは，集中力に欠けていて，忘れ

やすいです。物事を考えることを嫌います．疲れてい

て，睡眠をとっても，疲れがまったくとれません．歩

くときは，足が重く，膝に力が入りません．呼吸も浅

いです．牛乳を嫌います．ワインは好きです．

臨床では，主に精神的なストレスからくる疲労や哀

弱に対して考慮されます． 師眠で疲労回復感がないの

剖寺徴の１つです．

鰯一般

・神経衰弱症

・貧血

・慢性疲労症候群：十分な睡眠後も疲労がとれませ

ん．

・精力減退，無性欲：食欲もなくなります．喉は渇く

ほうで，ワインやコーヒーを好みます．

・消耗性疾患からの回復期の補助
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Lecithinumは，主に脳，栄養系，血液に作用しま

す．

Ledumplustreイソツツジ［尖鋭な物による刺傷や神経に達する傷］

鰄鰯
託

ﾋﾞｭｻﾞ

LedumplustreL
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Ledumは，一般名でWildrosemary，marshtea，

Labradorteaと呼ばれる北半球，とくにカナダ・北

米・スカンジナビア半島・アイルランド・ロシア・日

本原産で，湿原または湿った風衝地に生えるツツジ科

の常緑低木です．この植物は，高山の湿地や湿った傾

斜地，火山灰地に生え，高さ５０～80ｃｍほどの低木で，

他の草木が生育できない，硫気が噴出しているような

という語に由来します．これは，この植物の葉の裏側

の羊毛のような柔毛から来ています．

植物全体に殺菌性があり，新鮮な葉は消毒薬のよう

な匂いがして，１３世紀以来フィンランドやスウェー

デンでは，害獣や害虫・外部寄生虫駆除に使用してい

ました．ヨーロッパ北部では，この植物は，百日咳や

下痢，皮膚病などの治療薬として広く使われていた時

代もありました．1773年の悪名高い茶税が導入され

てからは，お茶の代用品として使われました．
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夏の開花期に収穫した植物全体を乾燥させたものを

原料とします．この成分には，抗炎症作用のある精油，

各種フラポノイド，トリペルテンなどが含まれていま

す．
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ハーネマン（｢MateriaMedicaPura」第４巻）
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Ledumは，筋肉，筋膜，腱，骨膜，結合組織，血

管運動神経，毛細血管（とくに皮膚と肺)，眼，神経

に親和性があります．

ところにも見られます．初夏には15ｍｍ程度の白い小

さな５弁花が，ポール状にまとまって開花します．葉

は被針形で，革質，葉の裏には白と茶褐色の毛が混生

していて，革のような葉の縁は，寒さにI県されると裏

側にまくれて，寒さに耐えるようにできています．

Ledumという名は，ギリシア語のledos（羊毛の衣）
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多血症

アルコール中毒症

臨床では，とくに刺傷や動物に咬まれた傷，そして，

冷湿布で楽になる慢性のリウマチなどに使用されま

す．

蝋外傷

.m傷：尖鋭な物による刺傷や，神経に達する傷．冷

やすと楽になります．化膿しそうな場合は，Pyro-

geniumを併用します．

・動物による咬傷

・眼窩の外傷

・虫刺され：冷やすと楽になります．

・外傷性斑状出血：とくに眼の周り（Arnica，Sym

phytum）

・鼻血

鰯リウマチ

・関節リウマチ：寒さ，冷湿布で改善します．

・関節炎：とくに小関節

・痛風

・足や踵の腫脹や炎症：冷たい水に足を入れたくなり

ます．冷やすと楽になります．ストレッチをするの

が好きです（他のツツジ科のレメディ，Kalmlaや

Rhododendronもストレッチが好きです)．

詔その他

・湿疹：冷湿布で楽になります．

・頭痛：冷たい風で楽になります．

・膿瘍：冷やすと楽になります．

81Ｍ(鼠iに)1mLll;Wi臘

圓患部の冷湿布，肢を冷水で冷やすこと（高山湿地

植物の特徴）

国運動，夜，布団を暖めること，触ることなど

卵やワインを嫌います．怒りっぽくなったり，孤独

でいることを好みます．

LedumとHypericumは，ともに毒グモの毒を中和

します．

外傷のとき，とくに突き刺したような傷にはArni-

caに続いてLedumを使います．

【RELATlONS'０

・AntidotedbyCamphora

・CompatibleRemedies：Aconite，Arnica，Bel-

ladonna，Bryonia，Nuxvomica，Pulsatilla，Rhus

toxicodendron，Sulphur

補足）動物に|反まれたときのレメデイの代表的なものに

は，LedumのほかAceticumacidum，Apismellifica，

Arnica，Cantharis，Hyperlcum，Lachesisなどがありま

す．また局所には，CalendulaやHyperlcumのクリームを

使います．インドでは，Lyssinなども使うことがあるよう

です．
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Leprominiumハンセン病［ハンセン病マヤズム］
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Lepromimum-H

Leprominium-A
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Leprominiumは，らい菌（Mycobacteriumleprae）

の感染に起因する慢性疾患，ハンセン病です．このら

い菌は，桿状の抗酸菌の１つです．1873年にノルウェ

ーのＡ・ハンセンによって発見されました．らい菌

は，毒素をもたず，病原性は非常に弱いため，通常の

人に対する病原性をほとんどもっていません．そのた

め，らい菌に感染しても，発病することはきわめて稀

になっています．らい菌に対する免疫，感受性に特別

な問題がある場合にのみ発病するとされています．こ

の菌は，比較的低温.で発育する性質をもっていて，末

梢神経の中で増殖します．

ハンセン病の症状は，個体の免疫能力や環境などに

よって，患者により症状の出方が大きく異なります．

ハンセン病の分類法には，いくつかありますが，一般

的には多菌型，少菌型，単一病変菌型の３つに分類さ

れます．

基本的に末梢神経系と皮膚に障害が出ます．また，

これらの障害によって，ケガをしたりする２次的障害

を伴います．

・末梢神経系：知覚麻痒，視覚障害，運動神経障害，

末梢神経肥厚など


